
７
月
８
日
か
ら
の
大
雨

に
関
連
し
て
、
鶴
岡
市
は

８
日
午
前
９
時

分
に
災

30

害
警
戒
本
部
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

、

９
日

時

分
ご
ろ
に

12

10

藤
島
川
は
藤
島
の
観
測
地

点
で
水
位
が
３
・

に
㍍
53

達
し
「
避
難
判
断
水
位
」

、

（
３
・
５

）
を
超
え
、

㍍

時
に
最
高
水
位
４
・

14

02

に
達
し
、
防
災
無
線
で

㍍

。

注
意
喚
起
を
促
し
ま
し
た

９
日

時
に
第
２
回
会

14

議
を
開
催
し
、
気
象
状
況

及
び
被
災
状
況
を
確
認
。

時
か
ら
第
３
回
会
議

17
を
開
催
し
、
山
形
地
方
気

象
台
に
よ
る
大
雨
警
報
が

大
雨
注
意
報
に
切
り
替
え

ら
れ
、
藤
島
川
の
水
位
が

避
難
判
断
水
位
を
下
回
っ

た
こ
と
か
ら
、
避
難
所
設

置
は
行
わ
な
い
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
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（月２００円程度）
7月 23人 19,430円
6月 31人 26,720円

藤
島
川
が
「
避
難
判
断
水
位
」
超
え
る

７
月
９
日

時
に
最
高
水
位
４
・

㍍

14

02

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

永
慶
寺
境
内
散
歩

六
地
蔵

境
内
に
入
る
と
山
門
に

向
か
っ
て
左
側
に
六
地
蔵

が
あ
る
。
お
葬
式
の
と
き

契
約
講
の
人
た
ち
は
、
茅か

や

２
本
に
灯
明
を
つ
け
、
仏

と
う
み
よ
う

門
に
入
る
六
地
蔵
は
衆
生

。

し
ゆ
じ
よ
う

の
苦
言
を
救
う
と
い
う
。

く

げ

ん

壇
陀
（
だ
ん
だ
・
宝
珠

）

（
ほ
う
じ
ゅ
・
宝
印
（
ほ

）

う
い
ん
・
持
地
（
じ
ち
）

）

・
除
蓋
障
（
じ
ょ
が
い
し

）

（

）

ょ
う
・
日
光
に
っ
こ
う

の
６
種
の
地
蔵
で
あ
る
と

い
う
。

三
猿
碑

３
様
の
姿
勢
を
し
た
猿

の
像
で
あ
る
。
両
眼
、
両

耳
、
口
を
そ
れ
ぞ
れ
手
で

覆
う
。
猿
に
「
ざ
る
」
を

か
け
て
「
見
ざ
る
・
聞
か

、

ざ
る
・
言
わ
ざ
る
」
の
意

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

竹
風
碑

三
猿
碑
の
反
対
側
に
竹

風
碑
が
あ
る
。

（

）

寛
政
７
年
１
７
５
７

建
立
さ
れ
た
。

竹
風
は
、
海
藤
徳
右
衛

門
（
現
当
主
徳
之
さ
ん
）

の
生
ま
れ
。

松
尾
芭
蕉
の
門
弟
呂
丸

ろ

が

ん

の
高
弟
土
田
竹
童
（
藤
島

下
町
生
ま
れ
）
の
後
継
者

で
、
当
地
方
の
俳
諧
の
中

心
的
な
指
導
者
と
し
て
、

明
和
年
間
（
１
７
６
５
～

）

。

１
７
７
１
に
活
躍
し
た

竹
風
は
、
薬
師
堂
を
拠

点
に
、
近
郷
近
在
の
俳
人

を
指
導
し
て
い
た
。

薬
師
堂
に
句
集
、
小
中

島
八
幡
神
社
に
奉
納
句
が

残
さ
れ
て
い
る
。

友
綱
良
助
の
碑

（

）

天
明
８
年
１
７
８
８

建
立
で
あ
る
。

友
綱
に
つ
い
て
は
『
民
、

報
』

年
３
月

日
１
３

23

26

９
２
号
と
、

年
２
月
４

24

。

日
１
４
３
３
号
に
書
い
た

八
色
木
村
水
野
辰
之
助

（
現
当
主
富
弘
さ
ん
）
出

身
の
力
士
で
、
享
保

年
19

（
１
７
３
４
）
生
ま
れ
で

あ
る
。

平
成
６
年
８
月
に
、
致

道
博
物
館
で
「
江
戸
相
撲

展
」
が
開
か
れ
た
。

そ
の
中
で
、
友
綱
と
、

豊
栄
村
日
向
嘉
ヱ
門
（
現

当
主
謙
吉
さ
ん
）
生
ま
れ

の
鏡
石
助
六
が
紹
介
さ
れ

た
。特

に
、
友
綱
を
象
徴
す

る
八
色
木
薬
師
堂
の
相
撲

絵
馬
が
掲
載
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

藤島川・藤浪橋 9日14時30分頃。14

時に最高水位４・02ｍに達した。
2020年７月28日には、氾濫危険水位４

・２ｍを２・４ｍも超える６・６ｍを記
録し、水位が橋桁まで達していた。



こ
の
本
は
６
月

日
に

30

新
日
本
出
版
社
か
ら
発
売

さ
れ
ま
し
た
（
２
０
６
頁

１
９
８
０
円
。）

第
１
章
の
冒
頭
か
ら
農
「

業
者

単
な
る
業
者
な

？

の
か
」
と
い
う
問
題
提
起

が
新
鮮
で
す
。

多
彩
に
農
を
営
む
人
々

と
、
企
業
的
利
潤
を
追
求

す
る
他
の
産
業
と
は
、
大

き
く
違
う
の
だ
と
い
う
確

認
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

し
か
し
１
９
６
０
年
代

以
降
、
農
と
暮
ら
し
の
激

変
期
が
あ
っ
た
、
自
給
的

な
「
農
」
か
ら
、
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る

「
農
業
」
に
変
わ
っ
た
、

、

、

し
か
も
環
境
を
汚
染
し

生
き
物
の
絶
滅
を
も
進
め

る
産
業
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
危
機
感
を
露
わ
に

し
て
い
ま
す
。

農
と
食
の
危
機
を
招
い

た
農
政
の
問
題
を
き
ち
ん

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

著
者
は
、
茨
城
県
水
戸

市
に
あ
る
農
業
専
門
学
校

（

）

・
鯉
渕
学
園
旧
内
原
町

の
教
員
と
し
て
、
有
機
農

（

）

業
を
学
ぶ
課
程
コ
ー
ス

を
つ
く
り
、
技
術
指
導
を

担
い
、

歳
で
定
年
前
に

57

退
職
し
て
、
茨
城
県
内
で

農
家
と
し
て
実
践
し
て
い

ま
す
。

生
物
種
の
大
量
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
現
状
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

山
形
大
学
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
の
「
野
生
生
物
種

の
絶
滅
」
の
記
述
を
紹
介

、

、

し
１
日
に
約
１
０
０
種

１
年
間
で
約
４
万
種
、
こ

の
ま
ま
で
は

～

年
後

25

30

に
は
、
地
球
上
の
全
生
物

の
４
分
の
１
が
失
わ
れ
て

、

。

し
ま
う
と
い
う
の
で
す

化
学
肥
料
や
農
薬
に
よ

る
土
壌
劣
化
と
、
生
物
種

が
住
め
な
い
環
境
問
題
で

す
。

「
環
境
再
生
型
有
機

農
業
」
を

化
学
肥
料
や
農
薬
依
存

か
ら
脱
却
し
た
有
機
農
業

は
次
の
段
階
と
し
て
環

、

「

境
再
生
型
有
機
農
業
」
を

目
指
す
べ
き
だ
と
し
て
い

ま
す
。

有
機
の
田
畑
は
、
ミ
ミ

ズ
や
ク
モ
、
昆
虫
や
鳥
が

増
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
生
物

多
様
性
を
活
用
し
た
農
法

と
し
て
、
開
放
型
の
露
地

栽
培
を
行
い
一
つ
は
不

、

「

耕
起
栽
培
、
２
つ
は
「
農

」

地
を
裸
に
し
な
い
」
農
法

で
す
。

著
者
は
そ
の
試
行
と
実

験
を

年
間
続
け
て
き
ま

24

し
た
。

有
機
農
産
物
は
「
本
来

あ
り
の
ま
ま
の
農
産
物
」

で
あ
っ
て
「
付
加
価
値
が

、

あ
る
な
ど
と
、
商
業
主
義

の
路
線
で
語
る
弊
害
が
大

き
い
」
と
の
指
摘
も
新
鮮

で
す
。

新
基
地
建
設
反
対
派
が
選

挙
で
数
を
減
ら
す
な
ん
て

こ
と
は
当
然
無
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

▲
そ
の
間
、
首
相
は
バ
イ

デ
ン
と
日
に
何
度
も
会
っ

て
い
た
ん
だ
。
首
脳
会
談

と
し
て
、
何
日
か
一
緒
し

て
い
た
ん
だ
か
ら
。
国
民

の
安
全
を
守
る
と
か
言
い

な
が
ら
、
子
ど
も
の
人
権

す
ら
守
れ
な
い
ん
だ
。
第。

一
そ
ん
な
気
が
無
か
っ
た

沖
縄
で
起
き
て
い
た
重
大

な
事
実
も
口
に
出
せ
な
い

ん
じ
ゃ
、
対
等
の
関
係
で、

の
会
談
か
？

大
統
領
に

肩
を
抱
か
れ
て
そ
の
気
に

な
っ
て
政
策
を
変
え
た
。

そ
れ
な
ら
国
賓
と
は
、
日

本
が
喜
ぶ
も
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
。

▲
夜
遊
び
も
呼
ん
で
深
夜

ま
で
楽
し
ん
だ
米
国
行
き

も
、
ど
ん
な
こ
と
を
約
束

さ
せ
ら
れ
た
交
流
だ
っ
た

の
か
。
沖
縄
県
民
は
、
在

留
米
軍
を
『
恐
ろ
し
い
』

と
言
っ
て
い
る
よ
。
当
然

で
し
ょ
。
こ
れ
を
払
拭
す

る
に
は
沖
縄
か
ら
い
な
く

な
る
事
で
す
な
（
石
川
）

。

新
政
府
は
、
国
民
に
歴

史
的
習
俗
と
し
て
根
強
く

作
ら
れ
て
き
た
「
お
伊
勢

参
り
」
を
利
用
し
、
伊
勢

の
天
照
大
御
神
を
結
び
つ

け
「
人
民
告
諭
」
の
浸
透

、
を
図
り
、
一
定
の
効
果
を

え
て
い
た
。

故
佐
藤
治
助
さ
ん
の
話

で
、
酒
田
行
在
所
に
な
っ

た
渡
辺
作
右
衛
門
宅
（
酒

田
本
町
）
で
、
天
皇
が
使

っ
た
部
屋
の
柱
な
ど
に
身

体
を
擦
る
と
、
ご
利
益
が

あ
る
と
い
う
噂
が
流
れ
、

近
隣
近
在
の
人
が
大
勢
集

末
恐
ろ
し
い
も
の

先
の
国
会
で
、
憲
法
違

反
で
は
な
い
の
か
・
と
の

疑
念
に
十
分
な
検
討
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
地
方
自

治
に
国
が
口
を
突
っ
込
む

事
が
で
き
る
法
律
が
通
っ

た
。
ど
ん
な
時
に
使
う
つ

も
り
な
の
か
、
末
恐
ろ
し

い
も
の
が
あ
る
。

▲
一
方
、
首
相
が
国
賓
で

招
待
さ
れ
て
米
国
と
は
ど

ん
な
密
約
が
あ
る
の
か
、

隠
し
て
い
た
米
軍
兵
士
の

性
犯
罪
が
続
々
と
出
て
き

た
。
当
然
県
に
知
ら
せ
る

べ
き
重
要
案
件
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
に
だ
。
な
ぜ。

国
は
県
に
教
え
な
か
っ
た

▲
そ
れ
も
、
意
図
し
た
と

勘
繰
ら
れ
て
も
仕
方
が
な

い
、
実
に
沖
縄
の
県
議
選

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
公
表

な
ん
だ
。
選
挙
が
あ
る
県

民
に
、
卑
劣
に
も
選
挙
が。

終
わ
る
ま
で
隠
し
て
い
た

こ
れ
が

月
か
ら
公
表
さ

12

れ
て
い
れ
ば
、
法
律
を
ひ

っ
く
り
返
し
た
代
執
行
に

支
障
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、

歌
川
広
重
「
伊
勢
参
宮

（

）

・
宮
川
の
渡
し
」

東
田
川
史
跡
物
語

「
お
伊
勢
参
り
」
と
天
皇

青
山

崇

の
神
格
化

ま
っ
た
と
い
う
。

天
皇
は
、
古
来
よ
り
統

治
権
と
祭
祀
権
を
表
裏
一

体
と
し
て
有
し
、
時
代
変

遷
の
中
で
幕
府
等
に
統
治

権
の
一
部
が
移
る
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
祭
祀
の
根
本。

が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
っ
た

天
皇
は
、
古
代
以
来
の

日
本
人
の
共
同
体
の
中
心

で
あ
る
「
祭
り
主
」
で
も

あ
る
。

現
行
の
日
本
国
憲
法
下

に
お
い
て
も
、
天
皇
の
宮

中
祭
祀
は
国
事
行
為
を
越

え
た
「
天
皇
の
公
事
」
で

あ
る
。

（

）
明
治
天
皇
が

行
在
所

あ
ん
ざ
い
し
よ

酒
田
行
幸
の
際
、
宿
と
な

し
た
渡
邊
作
左
衛
門
宅

酒
田
市
文
化
資
料
館
光

（丘
文
庫
／
光
丘
文
庫
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
Ｈ
Ｐ
か

）
ら

涌
井
義
郎
『
未
来
の
食
と
環
境
を

守
れ
ー
有
機
農
家
か
ら
の
提
案
』

皆
さ
ん
に
お
す
す
め
で
す


